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　総
務
文
教 

常
任
委
員
会

委員長
　小林　國章
副委員長
　田中　純一
委員
　三浦　和一
　桜井くるみ
　石川　広己
　影山　琢也
　臼杵　　健
　小林　拓朗

熊
谷
市
地
域
振
興
基
金
条
例
に
つ
い
て

　

改
め
て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
案
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

　

合
併
当
時
か
ら
市
と
し
て
市
債
の
縮

減
に
優
先
的
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
り
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
の
設
置
を

見
合
わ
せ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
、
社
会
保
障
費
の
増
加
等
の
財
政
需
要

の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

的
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
新
た
な
財
源
の
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金

の
設
置
期
限
が
令
和
７
年
度
末
に
迫
っ
て
い

る
た
め
、
今
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
提
案
と

な
っ
た
。

　

基
金
を
活
用
で
き
る
具
体
的
な
ソ
フ

ト
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

　

国
か
ら
は
、
地
域
行
事
の
展
開
、
伝

統
文
化
の
伝
承
に
関
す
る
事
業
の
実
施
、

民
間
団
体
へ
の
助
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
、
自
治
会
活
動
へ
の
助
成
、
商
店
街
活

性
化
対
策
に
関
す
る
事
業
等
が
示
さ
れ
て

い
る
。

（
財
政
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
追
認
）（
小
学
校
教
師

用
指
導
書（
平
成
27
年
度
取
得
分
））に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
以
前
の
指
導
書
の
取
得

に
つ
い
て
は
手
続
に
問
題
は
な
か
っ
た
の

か
伺
い
た
い
。

　

過
去
10
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
を

し
た
が
、
議
決
に
付
す
べ
き
案
件
は
平
成

27
年
度
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
教
育
総
務
課
）

令
和
６
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
教
育
費
）に
つ
い
て

　

星
渓
園
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

樹
木
の
日
常
的
な
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

主
に
低
木
に
つ
い
て
は
剪せ
ん
て
い定
作
業
お

よ
び
薬
剤
散
布
を
、
高
木
に
つ
い
て
は
剪せ
ん

定て
い

作
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
適
宜
必
要
に

応
じ
て
、
管
理
人
に
よ
る
枯
れ
枝
の
除
去

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

（
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

事
業
に
つ
い
て
、
器
具
修
繕
料
１
５
０
万

円
の
内
訳
を
伺
い
た
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
42
台
の
修
繕
を
見

込
ん
で
い
る
。

（
学
校
教
育
課
）

委員長
　川田　勝巳
副委員長
　池井　光吉
委員
　黒澤三千夫
　権田　清志
　千葉　義浩
　新島　一英

令
和
６
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
農
林
水
産
業
費
）に
つ
い
て

　

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

へ
色
彩
選
別
機
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
効
果
を
伺
い
た
い
。

　

不
良
米
を
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
自
動
で

除
去
す
る
機
能
を
有
す
る
色
彩
選
別
機
の

導
入
に
よ
り
、
米
の
品
質
向
上
が
図
ら
れ
、

販
売
額
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
現
在
の
販
売
額
を
一
反
当
た
り
10
万

４
３
０
０
円
と
算
出
し
て
い
る
が
、
１
万

４
０
０
円
の
上
昇
を
見
込
み
、
11
万
４
７

０
０
円
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
に
導
入
す

る
機
械
の
金
額
と
補
助
額
を
伺
い
た
い
。

　

機
械
の
１
台
当
た
り
の
金
額
は
、
税

込
み
２
８
０
２
万
８
６
６
０
円
で
、
補
助

額
は
２
台
分
で
２
５
４
８
万
円
と
し
、
残

額
は
取
組
主
体
の
負
担
と
な
る
。

　

元
気
な
農
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
は
５
０
０
万
円
で
今
回
約
１
１

０
０
万
円
の
補
正
予
算
を
計
上
す
る
こ
と

と
な
っ
た
背
景
を
伺
い
た
い
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

農
業
者
に
一
層
の
周
知
が
図
ら
れ
た
こ
と
が

申
請
件
数
の
増
加
の
一
因
で
あ
る
と
考
え

る
。
申
請
件
数
は
１
０
７
件
で
、
申
請
額

の
合
計
が
１
６
０
９
万
３
０
０
０
円
と
な
っ

た
た
め
、
今
回
１
１
０
９
万
３
０
０
０
円

の
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
農
業
政
策
課
）

カントリーエレベーターと水田



　市
民
福
祉 

常
任
委
員
会

都
市
建
設 

常
任
委
員
会

熊
谷
市
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
た
場
合
、

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
か
ら
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
る
保
護
者
を
除
外
す
る
い

わ
ゆ
る
完
納
要
件
が
撤
廃
さ
れ
る
が
、
完

納
要
件
の
撤
廃
に
よ
り
、
本
市
の
こ
ど
も

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
費
用
は
ど
の
く

ら
い
増
額
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

完
納
要
件
が
撤
廃
と
な
っ
た
場
合
は
、

約
６
５
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
こ
ど
も
課
）

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
関
連
法
の
改
正
に
よ
り
被
保
険
者
証

が
廃
止
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
資
格
確
認
書

が
発
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
資
格
確

認
書
の
発
行
対
象
者
を
伺
い
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た

が
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な

い
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
の
利
用
登
録
を
解
除
し
た
方
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
な
ど
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
医
療
機

関
等
で
自
己
情
報
が
閲
覧
で
き
な
い
設
定

を
し
て
い
る
方
等
が
発
行
対
象
者
と
な
る
。

（
保
険
年
金
課
）

熊
谷
市
高
齢
者
及
び
障
害
者
住
宅
整
備
資

金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
本
議
案
は
貸
付
制
度
を
廃
止
す
る
提

案
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
で
市
民
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
以

降
利
用
実
績
が
な
く
、
本
事
業
と
類
似
す

る
社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
貸
付
制
度
が
あ
る
こ
と
や
介
護
保
険

事
業
に
お
け
る
住
宅
改
修
費
の
支
給
な
ど

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
対

す
る
不
利
益
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

（
長
寿
い
き
が
い
課
）

令
和
６
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）に
つ
い
て

　

民
間
保
育
所
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

見
守
り
カ
メ
ラ
お
よ
び
関
連
機
器
を
設
置

す
る
民
間
保
育
所
等
に
対
す
る
補
助
金
を

計
上
し
て
い
る
が
、
見
守
り
カ
メ
ラ
を
す

で
に
設
置
し
て
い
る
保
育
所
等
は
対
象
と

な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

見
守
り
カ
メ
ラ
を
す
で
に
設
置
し
て

い
る
保
育
所
等
は
今
回
の
補
助
対
象
と
は

な
ら
な
い
が
、
す
で
に
設
置
し
て
あ
る
見
守

り
カ
メ
ラ
の
更
新
等
が
必
要
な
場
合
に
つ
い

て
は
補
助
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
保
育
課
）

国
に
対
し
、「
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職

手
当
共
済
制
度
に
お
け
る
保
育
所
等
に
対

す
る
公
費
助
成
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】

　

現
在
国
に
お
い
て
も
少
子
化
対
策
の
実

現
に
向
け
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
掲
げ
る

「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
保

育
人
材
の
確
保
、
安
定
し
た
質
の
高
い
保

育
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
構
築
に
対
す

る
取
り
組
み
は
急
務
の
課
題
だ
と
考
え
る
。

請
願
の
趣
旨
に
も
あ
る
、
保
育
所
等
の
経

営
主
体
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
の
安
定
し

た
運
営
の
下
で
、
従
事
す
る
職
員
の
身
分

の
継
続
的
な
安
定
を
図
る
た
め
の
こ
う
し

た
公
費
助
成
の
継
続
は
や
は
り
必
要
で
あ

り
、
少
子
化
対
策
に
お
い
て
も
大
き
く
寄

与
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
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委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
　須永　宣延 
　小鮒　賢二
　腰塚菜穂子
　山下　一男
　出井　哲司
　江田　大助

委員長
　白根　佳典
副委員長
　福田　勝美
委員
　大久保照夫
　富岡　信吾
　林　　幸子
　田中　　正
　中島　千尋

熊
谷
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
い
わ
ゆ
る
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
と
の
こ
と
だ
が
、

同
法
で
規
定
す
る
退
去
等
命
令
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
伺
い
た
い
。

　

退
去
等
命
令
と
は
、
地
方
裁
判
所
が

被
害
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
、
相
手
加
害

者
に
対
し
、
一
定
の
行
為
を
禁
止
す
る
命

令
を
発
令
す
る
保
護
命
令
の
一
つ
で
、
被
害

者
と
共
に
住
む
住
居
か
ら
退
去
す
る
こ
と

を
命
じ
、
当
該
住
居
の
付
近
を
徘は
い
か
い徊
す
る

こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
で
あ
る
。

（
営
繕
課
）

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
１
１
０
６
２
号
線
に
つ
い
て
、

認
定
す
る
理
由
を
伺
い
た
い
。

　

こ
の
路
線
に
接
す
る
住
宅
の
建
て
替

え
に
当
た
っ
て
、
建
築
基
準
法
上
、
市
道

路
線
の
認
定
が
必
要
な
た
め
。

（
管
理
課
）


